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■シャッター（防火シャッター含む）、メーターボックス扉、

パイプスペース扉等の枠及び建具の劣化及び損傷の状況 

シャッターは、ガイドレール等の変形や腐食（さび）、開

閉の不具合が無いかを確認する。 

メーターボックスやパイプスペースの扉は、スチール製

で塗装が施されているものが多い。扉がきちんと開閉しな

ければ、内部の設備配管に支障をきたす恐れがあるため、

扉の表面だけでなく、枠廻りや丁番に腐食（さび）が無い

か、開閉不良が無いかを確認する。 

 

 

【点検のポイント】 

□腐食（さび）、扉の開閉不良等がないか。 

 

 

キ）金物類 

■落下防護庇の劣化及び損傷の状況 

落下物（飛来物）による事故を未然に防ぐため、中層以

上の団地では、歩行者通路の上部に落下防護庇（落下防止

ネット等含む）を設ける場合が多い。 

経年劣化や破損等により落下物が通過する恐れがないよ

う注意が必要である。破損等があった場合は直ちに直下の

地面を立入禁止とし、専門技術者等へ連絡を行う。 

 

【点検のポイント】 

□落下防護庇からの錆汁の痕跡、腐食（さび）がないか。 

□落下防護庇の破損により、落下物が通過する恐れがな

いか。 

 

 

 

 

 

 

■集合郵便受、掲示板等、室名札の劣化及び損傷の状況 

集合郵便受けや掲示板、室名札は、腐食（さび）がある

と美観だけでなく、入居者の利便性を損なうため、定期的

に状況を確認する。 

 

【点検のポイント】 

□本体の変形、腐食（さび）がないか。 

●メーターボックス扉の錆 

 

●集合郵便受けの錆 

●落下防護庇の錆 
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ア）屋上面、屋上回り 

■屋上面の劣化及び損傷の状況 

屋上防水には防水層の露出している露出防水とコンクリ

ートなどの押え層のある押え防水（保護防水ともいう）が

ある。露出防水は主としてアスファルト系防水、シート系

防水、塗膜系防水がある（※：防水層の種類の見分け方は

Ｐ.24 参照）。防水の種類により劣化現象及び点検のポイン

トが異なる。防水の種類を設計図書や外観などにより確認

してから点検を行う。点検にあたっては、Ｐ.2 に記載があ

る通り点検者の安全を最優先し実施する。 

＜押え防水＞ 

 押え防水は、押え層の損傷等により防水層が露出してい

る、または保護機能が失われている場合、防水層の劣化が

進行するため、補修等の早急な対応が必要である。立上り

周辺部は押え層のコンクリートなどの倒れや欠損により防

水層が露出していないか確認する。平面部は、押え層のコ

ンクリートのひび割れ、欠損、目地部分のせり上がりがな

いか確認する。 

 さらに、地上におりてから、外壁上部の外周部に横方向

の直線状のひび割れがないかを確認する。このひび割れは

押え層の膨張・伸縮によるもので外壁を貫通しているため、

壁体の劣化を招く原因となる。 

【点検のポイント（押え防水）】 

□立上り周辺部の押えの倒れ、欠損がないか。 

□平面部押え層のひび割れ、せり上り、欠損がないか。 

□パラペットの押出し（地上から外壁上部の防水外周部

にひび割れ）がないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●立上り周辺部の欠損による防水層の露出*1 

●立上り周辺部の押えコンクリートの倒れ*2 

 

●押えコンクリートのひび割れ*2 ●押えコンクリートの欠損*1 

●押えコンクリートの目地のせり上がり*2 

パラペット押し出し写真

●外壁上部の外周部のひび割れ*2 
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●笠木まわりのシールの切れ*1 

●解説 その他の劣化現象 

これらの劣化現象は、緊急に対処を必要とするものではないが経過観察を行うことが望ましい。 

 

●植物の繁茂*2 
防水層を損傷させる場合があるため無理に
抜かない 

●立上り部分のひび割れ*2 

目地B写真

●伸縮調整目地の目地材の飛び出し*2 
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＜露出防水・アスファルト系防水＞ 

 ルーフィングシートの接合部がはく離している場合やル

ーフィングシートが破断している場合など、防水層の連続

性が失われている場合は漏水の恐れがある。 

立上り周辺部はルーフィングシートの接合部や端末部が

はがれて深さが５cm 以上になっていないか確認する。平面

部は接合部のずれやはく離が５cm 以上となっていないか確

認する。 

また、防水層の破断が無いかについても確認する。防水

層全層にわたる破断は漏水につながる。 

 さらに、ルーフィングシート表面の砂が落ちている面積

が全体のおおよそ 80%以上の場合はアスファルト部分の劣

化につながるおそれがあるため早期の対応が求められる。 

 

【点検のポイント（アスファルト系防水）】 

□立上り周辺部の接合部のはく離（目安：深さ５cm 以上）

がないか。 

□平面部の接合部のはく離（目安：深さ５cm 以上）がな

いか。 

□平面部の防水層の破断・損傷がないか。 

□平面部の表面劣化（砂落ち）がないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ルーフィングのずれ*2 

●立上り周辺部のルーフィングのはがれ*2 
はく離部分にマイナスドライバーや定規などを
差し入れて深さを確認する 

●防水層の破断*2 ●表面の砂が落ちている*2 

●解説 その他の劣化現象 

これらの劣化現象は、緊急に対処を必要とするものではないが経過観察を行うことが望ましい。 

●水溜まりあと ●立上り部の浮き、たるみ ●ドレン接合部のはく離（観察状況）*1 


